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読正樟ば同yネ舗の滋舌色 dコ－ －－？で、拐為。謹ぼ梯岡田キ執の四揺さ立三豊’...,(J' ＼三し
よ .1.) j長レミ三、語辞イ -J:J" ~迄摘し剖与に耳らど姐~＼；：：人々 1－：：：.わザ内わしさと

税特ぎを哲：じざ J-c レぎう。国土~ dコ甑嶺河田 ;;fの錯角のが4訟場北』 dフ申
で、まま札？.：＞ r 棋の遁対日事梯娼I懇で夕、リ・国キ横目三弘元f組緒章者合宿で卦
リ‘婿謡、 （..r 11閣の蝿』削岩弱4 ている。戦前掲説i 乙＼，－’ての海諸ば、言a頭
身、蔀 ;z§ 叩ぽ乙す~ :t- のず，活語、も乙 :l" 、長幼 d) r多、 j: 千 dヲk t長官三樟胡
\-:::ozy、す~劫の毛 ρ でおまち ~-r<o.f毛巧ぺ、港工替のゑ江省＼-;;r 1記弱者ダ賓として Jこ
リ主 ..j\多賞、伊或、和誌の叡者の r 知之して有わ札子とので弱 4 色。し力
(., 、 開a活ロ食O去手〈戸拠i 凶苦乞ヲ 8 月 15 回の貝匁斡、 t三 5 つ τ ‘ ゴミ国か帯 I詞 1印私
柄レ‘さ争嶺拘T誉 4シ拡くなっ、軍部名僻瓶し存。村n てグ宅婁忽渥量殺と号
F志田ヌjS l詞ガご角会己主主色、1記者〈乙して誕生レ字。補記副長＜ －れ '1!l ..;-, ) 1 珂
1 国 1::: y.r. ダミ怠ぷ告ら「摘ん神J ＼手痔ず乙いう、神持軍き芦の伺舗ん記

事者挙活し~＂＇ ζ うし F-: 1姐ィ橿劇的 r 企し f"-:: 7' 知動内泊〆1長国制移 <ff) 革
蜘 2'.. 1., て、乙札也、らの回糸＇：：：単品百属国 dコ毛長崎~：！：.すゐ磁蕗鼻立論ザ、
戸語 I手叫ぽ、札t宕。乙の切を,pi ＼手、新省3 めま~ l三臨勧告5感精しようと L、う
f1 ＼~聞 -i:J＇、れは刻、，.， 1をが、護主樟ぽ泊歌減、品主主糸、河組んの細 iz.醤3急ぷ
~ヨドで、正系 Jる舟ら‘蔀に章、ききを急也＇＂＂＇ ,8; す蔀ι館H静r委主A泊して神今ベそであ
る乙発え 1之 e 二をの必制は手動キつι}jご、時和品7ま牛＜－相主エ） .s 月 l二，凶
器者総公ぷよあグミ昆 ＼－：：： '!if-鍛レ干Z 「己札均、らめ叡梯」で渉、 %0
「これからの高支持」ば・新曲Aイ羽田 i.l5- ¥-::: ...:5、乞えフレド車弟<D 1系、）づ司、但

空f °＇し -e- <E-' のふレイ乏災者、。同錦、柄欄、法込、ビヌ娘。ら 1記院を場開
ぎで 7弘くあ智若宮乙ぼ‘＼... "' ／コザて今回 1-:= 1ゑ司ていゑ。之の「悉舟の~樹1
2主乾各乙、が誌の縄感乙しての歯諮 z封殺の髄銘 :t.- co畑幸r；授、ぷ博司夕
、） _fi＇－..，件。

笥~－、 ζ れぎでの甑鈷v l関埼寸~＼－：：：考＆d量し昔話a で、ゆ帝ージ人主 1手帰持
-r.:i· 語、サダ立ち，っ 12 .. 、ニれ吋ろめ甑銘官、必 dコオヲぞすぎマ習い孟5 レ占力、協同骨三
王E し、でぞ 3ら 6 咋ヨF胡，儲孟＼－：：：. ~話リ千とい司己のでお ~o
タ有p 、乙れぎでの甑静ヤずゑとし－－（ ｝：’F 記局、＝£いて弛主主してを事＂＇ -jjご、

ι れザちの臨梯回、去五んd.>~~ 曲んヲ降五嘗4安守 7d 姻2をき喜治ダの」ニ LーまE tc 
T立汗ヶt..d 低；：.， 1".,i' ＂、。

祥ヨ句、 1云・姐和010 主千 ;'!ii 戒＼－：：.封－＊＇戦守のダミ望主主ゴ魯d泳三守：：？...！設庁制最初
d臨錆ぷ封殺の武主主おみ相2主 j喜重釘副都鎗ヘエ恭喰セ互混在吋’~己乙匹目
司怜 dつで訴ゐ。 「です・ 5 す」倒の梧空審誌の樹鈷 $ぽヴていづらん .J-:J~7'. 
多数回 g ..，て V る。しがい紅ノ公止エヴコ姉ん剥或去、＆室、、殺向笠f'~つ
剣婚制戸 5 る主二千劇ぬ，主手持、神路ユエの~＂、， -51:. 1~ d)葱争認z-r:ｷ '"'" d'.' っ
〈甑祐OJ1重量、、主~ぜいぶん進.－，，. －.？：：い命。伺えd. 謹hさ主主r ，砲で、メヂ...＼~目減
科学恥I} 章一久τ 、外語＇＂＂語、、翌甑蕗弐f' ＇芳、会i:J I三舗感銘送信う ιz ぶ必
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t::::" -h＇司 f会。 8 寸之、 主手手、1 の -cl;t 性、ィ争j昏正力者いフフグウ〉サー ρ ず司方、
省、＝皆臨幸急、さ春、準命活多く信ヴて、、 ?.7 ＂」五ういう乙とロよって、持ら
f択ロムイ台相のん場組主基謡え吾呈現J うレ tな弓て L- g う。 し 4 レ同キτD甑器
、d新咽舌こ嬬出張号事。、品鞠恒ま采 ;ta q イ占（ ）レ頑神 -t;i·単持d、靖よ〆？ -7γT て、
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まi レぺ dチ守どい。

合言ー碍‘遠足読め多色訟＼－：：：：.，ついて
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をき司浦工して、 い今事蔀銘柄、 情勢場動い． 、、ゴ誓誌や・ cD~、雄抽出器量主

総括レ~fo掛で新‘j 、北，フて、ム縛 t1\'f d¥ ｝どれ占邑前・ 3 て .,l,i て屯、畠2者．
ま 4と同組~＇＂＂＂、~ dつ捗働ρバf患の第 ι よ止訊札、結晶話相毒手七~癒勺乙

ヒ i::::: 1'.J ~ .. イ伝説鵠~

（－ーフ、普語正義2 訴し粗王子 k..命的、誌の剖株と桔 4 ていゐん t三＿.， ＼，、
ーでー披エリ金るめてゑ姻』苛ゐキので、網ぞγガセ量、草d主＼:::0 渥、、手謡、、 15'~
し、 主＝砕石己主ゆ zニレ’f 素手礎河角三 Eニーらの誕乙誌で夢、現；；＞ ＜＞主主己して畑をお
い関守 ？.；＞ 事務匂が拳柄、 d省、省主軍孟.r.i' 1：：：：郵う~め戸 1娼 v、 Vi 寸」ゐ泊制官ι
工 v.;r~i.量、、で夕、ゐ。現議よく 1司、、円れて＇＇ ？.；）皆説鋒W 全ぐ柑汎<P~ う 1三日
る。

I .皆釘め魯主主d告♂~調 s
V ろっしがろ，ポゥしがる， J召しよ力~；る. Jc>~ ゐ. d示カごみ 1'J°Z 。

ユ. 1車敢闘動訊「れる J 、 「 5 れる」芭恐える苦し、台ミ

ヨ、 お、十 ~b詞亀岡洞古 ｝十 Iご日ろ‘ ＜ ~－ ぞる． 、乙、
こ7 ・ l 分台Eフ侍島詞詰幹｝ 陪でみ、歩、Jを Yi'守 ιF 

4. j手十 f ii7.>詞垂珂吟 ｝寸マ略す
ご l サ特事格動調会き幹 j 、ノ

5 、五｛暗号き詞、喝 1唇動詞・吾〕事1 _f'.,l -c'' } 

ら、ん主婦守主ぃ支アτ
このつ方． f王台円~ ~手、ポ屯Jさま. d天下E T三

マ．阜、さ十定員J説 ε

～さん、 可へさま．内．黒星ー．礼ヨz ‘高担下

8 , Aちを矧輩、十省及、閣議、よ E呈哲三、．

〈ニフ、会議減券 ε

議議弟百蔀g金棒Z d巳多 u、、伺危老孟頼者会£匹、1 下、ー重く吾、、 -1:5 で・ t下
ベ訟を~~ A海乙し〈姦端々沿道伝説ずき人泊。ヴ季、1 ‘棉各会ゴ＼＂＂泊して、色お
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＇＼~il t1'l 尋勤評多柏、平話d也、雇ト品孟鍾4 て相J く議場主号ゐ T乏尚早固い治活苦毛色沼乙
Y- -.d護、、で弘治・」乏 d.J 雑草表、商諸＼－：：：百押者会）~主主急が、，z 遥i;i: －＇：＞ ζ 工戸 Id: ;;a., 
議議格出回4渦巻市夕刊湾北 σ1 ぶう＼＂＂＂ r~ ;;r;. 0 
I . 担 4ヤ併1 き主活モ可名、‘主r , 
弟、． 2議 i:＇~ ・ J 、主主伝言ご

c主、台ノ初動l 0\ 折晶、折柏戸苛古制争ぞ婚ミr ~いうゴ＝
苦安全字、色4肉，念公託、ミ安恥、和主主．替が伝記、

3 、 13 hT伊~O\~ 弘主主義司去五、、みず苫
弘司．申奇・中レ工ザづ.....伺今、今ゐ・、、 r-::. ~く・ 2系イ均‘主主レ夕、

IX、 h a 持こ－：：？ . ~浮須l-'ei 今、特広角、がも杓方は主主、

4. 梧~私語－＞＆ 番え’z 寺、、七，
必働、、申気 骨じ夕、~令 .~ι糾-1'.'.~ • -h始、申レ kンレず、角低 ..,Z:' • 

5. 、担 1三百三宮ヴ骨名、、お

五十 r•ョ詞~下回持十い、干乙 -t .甲守． 、、干；：；： ~＜‘ "fl レ主ャfι~~＇
ご’ i サ~巷幹 ) 

く三0.... ）ゴ督捗 2
ゴ者弟＼~到着相品名4記で、乃苦手、）‘押さ苦担金、湖、しての婚 r-:: 結構毛妻、瀬

伊停泊さイチらあ組三れづ..，， .i:JJ_誌で．相肴＼：；：：.~~」ぺ、予と干~~るレ〈よも1 白待合妥ゴ
誉匹イ~~グ＼ ¥-::'.' 岡、ゅ説明i'°d'ι ￥；’ ·\4.＇~也、、で明治。主主婦血相号室法吋、品乞．
〉災 σ、 5 うで訊 5る。

I .始松宮鵠也関、、 ;%1~ u、七，

.£史~）：） c＇ぜいぎ守

C主．当者頭畿を番え？.；＞輩、、 --15

必主主、ぷ詐． ピ？砕誠、じ三、主手脅、ごええ督官、安；~弱、 タゴ基金書．

う．防長初旬主語番七今春、、主s > 

ご綿々し君主苛. jl存替、守、令． い内，7 レぜい d也 f以

4. 動詞器商1吟十マ まいりを一可．てお ＇） ま守．

5. ……十い T乏しき守．令じま寸．押し参究．

6 . ~急調＝
2え品向、毛--ti ~ .宮崎~. （訊，， -vi .ゐt っと、． ι っ叫） • 

同報泊、人ヒ＝ dこって、 V大〉二 m ；；三梧 σ＼ t急 4司、、主夫イ凶銘るお YI ::i;, ん乞 L、 ?a d、、
己乙で，~；畠娩レ作、、弘、宮、勺。ジ人工同草間務め紅海 z，綿乙＆で‘歩、今。華街銘
Tず桐宅苦名品Aヨ主ニザ均老診で明、いき意義争ちゅ私市イ？へ I）~ ？－＇令官弘主主？、
}!::' -ti 向先， τコミュ＝ケー予ヨ〉の甲 Y- .J:: 千頭目~ぷ盆 tまれヨ~~、＝了哲多色lτ＝
百二生命＇－ -kl－＇：.＇官、、．判争吾三官臣、ゴ琴 v 長婦』宥？.-F-=' vj O'I c 三干~ 0 -0-kJ＇°、輔君
l手詞J可る拘義、、を三ゴ唾p1-:::. lょうとすゐ急減1手強J 、、ィ、相Z吾 P釘して
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-r ＼，＇ね V Q判事、、返しぶう之守ヵ蕃参同d；働いて V ゐい、う議d、で g欄会
の俳~－夕刊ィf凋オつれそ、、 Fらじ蓄え均. q?l_...，て括せ邑蚤胡』仇 r 雄主ι 守角 ι
2乙 .Jj、で、号き＊· f宏弁ろ‘ γ 抗日号邑儒巧てあ組長雪 1三捕して散を委、伝を者。て、、
h. 註吋尉婚をほ「お銘品穿泊苛均等宇ゎブえそf f.,i' ~示符」 2二し’て、点目祖母
国エ柑r 頑固セ~3、レ干：：：：：. ＜「切矛梯内海誌の婚曇Z必要tも」 r.－）各教議骨
官舟瀦 4 ・隣諸-ll 61 ～ち6メー夕、7 0 

げ）＇ ）：－千種司話、ーー〈‘ラ同／相斜闘の増本． 〈£フキ亡命子信F量． <

うラ主手減， < .＜乞〉終結のJ長瀬e 下北 0) 指~巧主ニ棋の弟八瑳規参名古三低－＇） 0 

く β 〉忠、君、、負ぃ圏内開綿一一極右乙夢弟、支~ 2'.. 議ん，教師"t.-'!1" 栓，
~ ｷl.' C1\ 記号象。盟、君主‘勢い前送電誌己免刷ぜら磁器後極.:>:l 0 

< c ）力関層、一一瀬如、娩却時三ご刊号~~〆つやの E乙プコ d) T辺、、弟三の飼

位。却の畑、、翁やら儲樟制緩う e

く D ）貌夜、嗣徳一一議、、弟 i::::-'I'《差点諮七三回い．視しい嘉悼＼-S: 遅旗揚セ圭両
し、 f'J L 、 e

〈ば〉おセ怜的関積一一婦.vK~家臣安うγt＿，.，，セ枯笹号彦の傾伺 1三 s~ 現
悼＃τうせ主性への髄器械雨。

乙れち l乞~－？イ、長誕銘委長姐l-tl·~霊~乞れ戸ら穆 1：：：.働〈お人劇物〈人闘岡
総） OJ婚婚相が明様相主F れて、、？；；＞ 0 し舟レ・人口の持品名守、今智正手？民
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要1--t: い ζ う．

t母親＇：：「渉、 d-) 夜く喝乙恋、号室し dている揺芳夫透過苛〉、えま、ま婚が舟らし
勺がりし ~-ts~·〆フ管内ずる、~弟、、のはさ宮めんと ,3..－~~＼－：：：.内主ぺ、－：？！
ポ 1::::: ~-r.,C 、） I:::: 1'oi' -:> 官庁フ o 」
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